
2011/8/1 1

『躍進2013』『躍進2013』
新中期経営計画

２０１１年８月１日
ＮＴＮ株式会社

Global Advance 2013
April.2011 March.2014

スタートの年



2011/8/1 2

１．「NTN次への2010」の成果

２．「躍進2013」
 

の目標と事業戦略

新中期経営計画「躍進2013」
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「NTN次への2010」の成果

2011年3月期

（実績）

2011年3月期

（当初計画）

当初計画比

売 上 高 （億円） 5,301 4,900 +401

営 業 利 益 （億円） 246 190 +56

営業利益率 4.6% 3.9% +0.7ﾎﾟｲﾝﾄ

経 常 利 益 （億円） 211 130 +81

当 期 利 益 （億円） 144 65 +79

棚 卸 資 産 （億円） 1,370 1,035 +335

棚卸資産回転率（回） 3.9 4.7 △0.8

有形固定資産（億円） 2,461 2,340 +121

有形固定資産回転率（回） 2.2 2.1 +0.1

有利子負債（億円） 2,233 2,560 △327

D/Eレシオ 1.12 1.3 △0.18改善

NTN-ROI 4.2% 3.7% +0.5ﾎﾟｲﾝﾄ

NTN-ROI＝税引後営業利益/(棚卸資産+有形固定資産)

• 当初計画を上回るV字回復を達成、中国・米州・欧州で事業拡大
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
 

生産・販売拠点の拡大



 
ﾙｰﾏﾆｱ工場でCVJの生産開始（2009年12月）



 
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ（2009年12月）、ﾛｼｱ（2010年11月）に販売拠点新設



 
欧州域内の販売会社・拠点の統合


 

産業機械市場向けの事業拡大



 
ﾆｰﾄﾞﾙ、ﾃｰﾊﾟﾍﾞｱﾘﾝｸﾞなど相互販売の増大



 
世界各地の鉄道車両向け新規受注の増加



 
世界4大航空機ｴﾝｼﾞﾝﾒｰｶｰ向け新規受注の増加


 

自動車補修部品（ｵｰﾄﾊﾟｰﾂ）事業の拡大


 

自動車向け新規受注の増加


 

最先端技術の研究開発と製品化の加速



 
高分解能回転ｾﾝｻ、多軸荷重ｾﾝｻなど


 

NTN-SNR Roulementsへ社名変更(2010年7月)

 

、出資比率を80％へ(2010年4月)

「NTN次への2010」の成果

SNRとのｼﾅｼﾞｰによる欧州事業の拡大
日本

米州

欧州

アジア他

2011年3月期 ３５％

22％

25％

17％

連結売上高に占める欧州比率の増大

日本

米州

欧州

アジア他

2008年3月期

18％

41％

25％

16％

NTN-SNRの
基盤整備
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「NTN次への2010」の成果


 

中国における生産・販売・技術の強化



 
現地における軸受、CVJの生産能力増強



 
南京支店の開設(2010年10月)



 
洛陽LYCとの合弁会社の設立(2011年2月)



 
中国技術センターの竣工(2011年5月)


 

米州における生産能力の強化


 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙでCVJ生産子会社の設立(2010年6月設立)



 

前工程の合弁会社の設立(2010年12月設立)



 
ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの生産能力増強


 

石川県・能登地区の生産能力増強


 

NTN宝達志水製作所の操業(2009年10月)



 

NTN志賀製作所の操業(2010年1月)



 

NTN能登製作所の設立(2010年12月)

中国･米州の事業基盤を強化

産業機械用軸受の生産再編成
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米州売上高の推移

中国技術ｾﾝﾀｰ竣工式

NTN-LYC完成予想図

NTA Precision Axle社

NTN宝達志水製作所
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2012年3月期
5,850億円

6.0%

2018年3月期創業100周年に向けて

創業100周年
売上高
1兆円

2005/3   06/3    07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3

創成21
5,271億円

1.8%

営業利益率

15%

10%

5%

2011年4月

～2014年3月

2018年3月期飛躍21
4,838億円

9.7%

円の大きさ：売上高

円の高さ：

 

営業利益率

新中期経営計画

次への2010
5,301億円

4.6%

初年度

躍進2013
7,000億円

10%
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新中期経営計画「躍進2013」

成長市場を中心にｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに事業拡大

世界No.1事業を確立

EVｼｽﾃﾑなどの新事業を確立

産業機械、補修･市販の販売拡大

成長市場における販売の拡大

現地生産・現地調達の拡大

2014年3月期
売上高：7,000億円
営業利益率：10%

現地・現物・現人
によるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化加速

創業100周年
1兆円へ
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「躍進2013」売上高、営業利益の推移

NTN次への2010飛躍21 創成21 躍進2013

• 3年間で売上高32%増加、営業利益2.8倍に増加
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「躍進2013」の主な経営指標
NTN次への2010 躍進2013 増減

 ②-①2011年3月期① 2012年3月期 2014年3月期②

売上高（億円） 5,301 5,850 7,000 +1,699

営業利益（億円） 246 350 700 +454

営業利益率 4.6% 6.0% 10% +5.4ﾎﾟｲﾝﾄ

当期利益 144 175 425 +281

棚卸資産（億円） 1,370 1,300 1,400 +30

棚卸資産回転率(回) 3.9 4.5 5.0 +1.1

ROA 2.3% 2.7％ 6.1% +3.8ﾎﾟｲﾝﾄ

ROE 7.2% 8.5％ 17.0% +9.8ﾎﾟｲﾝﾄ

D/Eレシオ 1.12 1.07 0.75 0.37改善

NTN-ROI(※) 4.2% 6.0％ 11.1% +6.9ﾎﾟｲﾝﾄ

為替ﾚｰﾄ $:¥85.7

 

€:¥113.1 $:¥80.4  €:¥111.9 $:¥80

 

€:¥110 -

※NTN-ROI＝税引後営業利益/(棚卸資産+有形固定資産)



2011/8/1 10

アジア他

米州
米州

欧州
欧州

日本
日本

アジア他
アジア他

米州

欧州

日本5,301
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自動車 自動車
自動車

産業機械

産業機械

産業機械

補修市販

補修市販

補修市販
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3,444

995

862

1,290

1,445

4,265
3,690

1,150

1,010

地域別、事業形態別売上目標
＜地域別売上目標＞

・中国・ｲﾝﾄﾞなどｱｼﾞｱ市場を大幅増加

・好調な欧州・米州市場の拡大を加速

＜事業形態別売上目標＞
・産業機械、補修・市販市場向け拡大
・自動車：非自動車比率を60：40へ

60%

40%

65%

35%

（+369）

（+1,699）

（+412）

（+340）

（+578）

（+1,699）

（+821）

（+450）

（+428）
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• 大形軸受、精密軸受などのｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産能力を強化し、ｼｪｱ拡大

• 最先端のｾﾝｻ技術の活用による商品の差別化とｻｰﾋﾞｽの充実

産業機械市場向け事業戦略

ICﾀｸﾞ内蔵軸受→

←産業機械用
各種軸受

世界の需要増に対する生産体制強化
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ向けなど新規案件の増加日本

建設機械、農業機械のﾄｯﾌﾟｻﾌﾟﾗｲﾔｰとして

の生産・販売の拡大
米州

風力発電、建設機械、航空機など大形・

精密軸受の事業拡大
欧州

風力発電、建設機械、鉄道車両などの

新規受注、中国の軸受生産拡大ｱｼﾞｱアジア他 アジア他

米州
米州

欧州
欧州

日本

日本

アジア他
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欧州

日本
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補修・市販市場向け事業戦略

• 欧米・中国・ｱｼﾞｱにおける一般機械向け代理店ﾈｯﾄﾜｰｸの強化

• ｵｰﾄﾊﾟｰﾂ事業の欧州地域以外への拡大

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ関連の新規需要や

低ｼｪｱﾕｰｻﾞ向けの販売拡大
日本

補修・市販市場への注力

ｵｰﾄﾊﾟｰﾂ事業のさらなる販売拡大米州

ｵｰﾄﾊﾟｰﾂ事業のｴﾘｱ拡大

設備補修ｻｰﾋﾞｽの拡大
欧州

ｲﾝﾄﾞ、ｱｾｱﾝ、中国の代理店網拡大

中国のｺｱ代理店への販売拡大
ｱｼﾞｱ

専用ﾊﾞﾝによるﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ
ｵｰﾄﾊﾞｰﾂｷｯﾄ補修ｻｰﾋﾞｽ

アジア他
アジア他

米州
米州

欧州

欧州

日本

日本

アジア他

米州

欧州

日本

862

1,290

1,010

0

200

400
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800

1,000

1,200

'11/3期 '12/3期

売上高
（億円）

'14/3期

（+428）
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自動車市場向け事業戦略
• ｱｸｽﾙ（世界№1）、CVJ（世界№2）の事業拡大を加速
• 小型化やｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑなどに対する設計の見直しや材料の変更
• 環境対応や燃費規制などに対する商品開発のｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ用
開放形低トルク軸受

環境対応車向けと、低ｺｽﾄ車向けに

分けた商品・市場開発
日本

米系ﾒｰｶ・日系ﾒｰｶの需要増への対応と

新規案件による販売拡大
米州

西ﾖｰﾛｯﾊﾟにおける新規案件と東ﾖｰﾛｯﾊﾟ

ﾛｼｱなど新市場の販売拡大
欧州

需要が増加する中国･ｲﾝﾄﾞ･ｱｾｱﾝの

現地生産拡大とﾛｰｶﾙﾒｰｶ向け販売拡大
ｱｼﾞｱ

後輪駆動車専用
ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ 多軸荷重ｾﾝｻ内蔵ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

アジア他 アジア他

米州 米州

欧州
欧州

日本
日本

アジア他

米州

欧州

日本3,444
3,690

4,265

0

1,000

2,000

3,000

4,000

'11/3期 '12/3期

売上高
（億円）

'14/3期

（+821）
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成長市場における事業拡大

ｲﾝﾄﾞ
・ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの量産開始
・産業機械・補修向け販売拡大

ﾀｲ
・自動車用商品の

生産強化（前工程）

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
・ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの生産強化
・CVJの量産開始
・産業機械・補修向け販売拡大

北米
・補修・市販向け販売拡大
・NTN-BOWERの生産強化
・自動車用商品の生産強化

日本
・産業機械用

大形・精密軸受
の生産強化欧州：

+30％米州：
+30％

日本：
+20％

円の大きさ及び数値は、「躍進2013」3年間の各地域の売上伸び率

• 自動車市場向けは、各地の需要増加に合せ、現地の開発・生産・販売を強化

• 産業機械市場向けは、日本、欧州に加え急成長する中国の生産能力を増強

西ﾖｰﾛｯﾊﾟ（ﾌﾗﾝｽ、ﾄﾞｲﾂ）
・NTN-SNRの大形軸受や

精密軸受の生産強化

中国
・中国技術ｾﾝﾀｰの活用強化
・産業機械用軸受の生産強化
（鉄道車両、大形軸受など）

・販売支店増設と代理店拡大
・ﾛｰｶﾙﾒｰｶ向け量産開始

東ﾖｰﾛｯﾊﾟ（ﾙｰﾏﾆｱ、ﾄﾙｺ、ﾛｼｱなど）
・自動車用商品の生産強化

アジア：
+60％
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「現地・現物・現人」の加速

国
内

35%海
外

65%

海
外

36% 国
内

64%

• 海外売上/生産比率の拡大

 
・海外工場生産品を世界各地、特に日本へ供給

• 現地材料・部品・設備の活用強化（ｱｼﾞｱの現地調達比率を60%⇒90%へ）

• 為替やｺｽﾄへの対応力強化による収益向上

• 現地ｽﾀｯﾌのﾏｻﾞｰ工場／研究開発部門での研修や育成

中国,ｲﾝﾄﾞ,ﾌﾞﾗｼﾞﾙなど

 成長市場で事業拡大

自動車向けだけでなく
産業機械向けの現地生産

国内/海外売上比率 国内/海外生産比率

海
外

70%

国
内

30% 国
内

55%

海
外

45%

2011年3月期

2014年3月期
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中 国中 国

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ研究・開発体制の強化

米 州

設計情報

試作・実験情報

生産技術情報

顧客案件情報など

データベース

 

情報共有化

日 本

欧 州

研究 開発

研究

開発 開発

米国技術ｾﾝﾀｰ

中国技術ｾﾝﾀｰ(11年6月）

産業機械技術開発ｾﾝﾀｰ 総合研究開発ｾﾝﾀｰ

• 「研究」については日本とﾌﾗﾝｽの機能を強化

• 「開発」については世界の各地域で体制を強化

中 国

開発

生産技術研究所 先端技術研究所

最先端技術、独自技術
で新事業を確立

SNR研究開発ｾﾝﾀｰ

２極＋α
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1,091

512

国
内

海
外

1,583

国
内

海
外

国
内

海
外

国
内

海
外

3年間の設備投資計画
• 世界各地の自動車需要の増加に対応

• 欧州や中国で風力発電・建設機械用大形軸受の生産能力増強

NTN次への2010
2年間

飛躍21
3年間

創成21
2年間

躍進2013
3年間

‘05/3～

 

‘08/3～

 

’10/3～

 

‘12/3～

3,574
◆

4,838
◆

5,271
◆

5,301
◆

7,000
◆

売上高

中期経営計画毎の
設備投資額（累計）

「躍進2013」3年間の
海外設備投資の内訳

米州

欧州

アジア
他

1兆円へ

1600億円+β

ﾁｬﾝｽ到来！
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次世代EV用ｼｽﾃﾑの早期事業化
• ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀをはじめ次世代EV用のｼｽﾃﾑ商品の開発を加速（EVｼｽﾃﾑ事業部）

• 実用化に向けた研究開発から、早期量産化・事業化へ

• 新技術を既存商品へ転写し、ｺｽﾄﾀﾞｳﾝや新商品のｱｲﾃﾞｱにつなげる

ｽﾃｱﾊﾞｲﾜｲﾔ操舵ｼｽﾃﾑｽﾃｱﾊﾞｲﾜｲﾔ操舵ｼｽﾃﾑ

電動ｺﾐｭｰﾀ用ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀ・ｼｽﾃﾑ電動ｺﾐｭｰﾀ用ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀ・ｼｽﾃﾑ EV車用ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀ・ｼｽﾃﾑEV車用ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀ・ｼｽﾃﾑ

ﾜﾝﾓｰﾀEV駆動・ｼｽﾃﾑﾜﾝﾓｰﾀEV駆動・ｼｽﾃﾑ

制御ｼｽﾃﾑ（ｲﾝﾊﾞｰﾀ含む）電動ｺﾐｭｰﾀ(ｲﾒｰｼﾞ）

EV車(ｲﾒｰｼﾞ）

等速ｼﾞｮｲﾝﾄ

 

ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

世界№1事業

を創出

操舵反力ｱｸﾁｭｴｰﾀ

転舵ｱｸﾁｭｴｰﾀ

駆動ﾓｰﾀ 2段変速機

ﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｼｬﾙ

ﾓｰﾀ+減速機

ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ

ｲﾝﾎｲｰﾙ型ﾓｰﾀ内蔵
ｱｸｽﾙﾕﾆｯﾄ

新技術を
既存商品へ転写

事業化+γ
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新たな成長と利益拡大に向けて

2014年3月期：
売上高：7,000億円、営業利益率：10%

｢｢決断決断｣｣とと｢｢ｽﾋﾟｰﾄﾞｽﾋﾟｰﾄﾞ｣｣とと｢｢成果成果｣｣

2011年3月期：

 
売上高：5,301億円、営業利益率4.6%

成長市場における事業拡大 営業利益率の向上

欧州・米州事業の拡大 ｱｼﾞｱ事業拡大の加速 産業機械向けｼｪｱｱｯﾌﾟ

補修・市販向けの拡大

現地ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの強化

自動車向け原価低減EV商品の早期事業化

現地生産能力の増強 現地調達の拡大

「躍進2013」

｢｢現地･現物･現人現地･現物･現人｣｣

2012年3月期：
売上高：5,850億円、営業利益率：6%
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